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論 文 の 要 旨 

 近年，パーソナルデータが大量に蓄積され，第三者提供や二次活用による活用が期待されている．

特に，データ主体の直接識別子に複数のセンシティブ属性が紐づいた系列データを利活用すること

で，系列中のパターンや因果関係等の系列分析がデータ保有者以外も可能になり新たな発見やサービ

スの発展が期待できる．しかし，パーソナルデータを活用する際にはプライバシへの配慮が必要とな

る． 

 プライバシ保護技術の一つとしてデータ匿名化が知られている．データ匿名化は，k-匿名性や l-

多様性等の匿名性の指標を充足するようなデータの加工を行う技術である．本論文では，系列データ

の匿名化について検討を行っている．系列データに対する既存の匿名化技術は，蓄積された複数の属

性値の系列に対して静的に匿名化を行う技術であり，連続的に蓄積されていくデータを逐次匿名化す

ることができなかった．また，属性間の関係に多様性を保証する際に，属性値や属性間の関係を大き

く曖昧化してしまう問題があった． 

 本論文では，系列データに対する２種類の匿名化手法を提案している．第一の手法は，移動軌跡ス

トリームを対象とし，これまで実現されていなかった系列データの連続的匿名化を提案している．提

案手法では，移動軌跡ストリーム中の各時刻の位置情報の精度をある水準以上に保ちながらリアルタ

イムなプライバシ保護出版を実現する．第二の手法は，センシティブ属性間の関係多様化に関するも

ので，あるセンシティブ属性から他のセンシティブ属性を特定しようとするプライバシ侵害(攻撃) 

を想定する．提案手法では，センシティブ属性の属性値を汎化せずに，属性間の関係を曖昧化するこ

とで属性間の関係多様性を保証する関係多様化を導入し，あるセンシティブ属性から他のセンシティ

ブ属性の特定を困難にする．また，センシティブ属性間において，ある属性から他の属性がどの程度

推測できるかを表す新たな匿名性の指標を定義している．さらに関係多様化を実現する手法として，

関係多様化によって生じる属性間の関係の曖昧化を抑止する手法を提案している． 
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審 査 の 要 旨 

【批評】 
 本論文では，系列データに対する２種類の新たな匿名化手法を提案している．第一の手法は，移動

軌跡ストリームの連続的匿名化手法であり，位置情報の精度をある水準以上に保ちながらリアルタイ

ムなプライバシ保護出版を可能とする．第二の手法は，センシティブ属性間の関係多様化に関するも

ので，センシティブ属性の属性値を汎化せずに，属性間の関係を曖昧化するものであり，そのための

新たな匿名性指標や，匿名化アルゴリズムを提案している．いずれの手法も系列データに着目した新

たな匿名化手法として新規性と情報工学上の貢献が認められる．今後，実際の大規模系列データ分析

応用における提案手法の有効性評価や手法の改善が進められることを期待する． 

 

【最終試験の結果】 

平成 26年 2月 5日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、

著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全

員によって、合格と判定された。 

【結論】 

上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに

十分な資格を有するものと認める。 


